
提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
の
構
造
と
課
題

伊　

藤　

正　

次

一　

地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
の
設
置
と
提
案
募
集
方
式

我
が
国
の
地
方
分
権
改
革
は
、
一
九
九
三
年
の
国
会
衆
参
両
院
に
お
け
る
「
地
方
分
権
の
推
進
に
関
す
る
決
議
」
を
端
緒
と
し
、

一
九
九
五
年
の
地
方
分
権
推
進
法
の
制
定
に
よ
っ
て
本
格
的
な
検
討
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
や
国
の
関
与
の
ル
ー
ル
化
、
必
置
規
制
の
見
直
し
、
国
地
方
係
争
処
理
制
度
の
創
設

等
の
成
果
を
生
ん
だ
第
一
次
地
方
分
権
改
革
に
続
き
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
の
地
方
分
権
改
革
推
進
法
の
成
立
を
受
け
て
始
ま
っ
た

第
二
次
地
方
分
権
改
革
で
は
、
国
か
ら
地
方
、
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
や
、
国
に
よ
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直

し
が
検
討
さ
れ
た
。

そ
の
後
、「
地
域
主
権
改
革
」
を
掲
げ
た
民
主
党
政
権
の
下
で
は
、
出
先
機
関
の
整
理
統
合
や
地
方
政
府
基
本
法
の
制
定
と
い
っ

た
野
心
的
な
改
革
は
頓
挫
し
た
も
の
の
、
第
二
次
地
方
分
権
改
革
の
課
題
で
あ
っ
た
権
限
移
譲
や
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
を

提案募集型地方分権改革の構造と課題
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実
現
す
る
た
め
の
地
方
分
権
一
括
法
が
逐
次
制
定
さ
れ
、
国
と
地
方
の
協
議
の
場
も
設
置
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
六
日
に
発
足
し
た
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
八
日
の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、
民

主
党
政
権
が
設
置
し
た
地
域
主
権
戦
略
会
議
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
内
閣
総
理
大
臣
（
首
相
）
を
本
部
長
、
内
閣
官
房
長
官
お
よ

び
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
分
権
改
革
）
を
副
本
部
長
、そ
の
他
の
国
務
大
臣
を
本
部
員
と
す
る
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
（
以

下
、「
推
進
本
部
」
と
い
う
。）
を
設
置
し
た
。
そ
の
上
で
、
同
年
四
月
五
日
の
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
分
権
改
革
）
の
決
定

に
基
づ
き
、
同
大
臣
の
下
に
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
（
以
下
、「
有
識
者
会
議
」
と
い
う
。）
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
有
識
者
会
議
は
、
従
来
の
地
方
分
権
改
革
で
課
題
と
し
て
積
み
残
さ
れ
て
き
た
特
定
の
事
項
に
関
す
る
客
観
的
な
評
価
・
検

討
に
資
す
る
た
め
、
専
門
部
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
一
三
年
五
月
に
雇
用
対
策
部
会
、
同
年
七

月
に
地
域
交
通
部
会
、
そ
し
て
同
年
一
〇
月
に
農
地
・
農
村
部
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
無
料
職
業
紹
介
、
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
、
農
地
転
用
等
に
か
か
る
権
限
移
譲
や
規
制
緩
和
に
つ
い
て
検
討
し
、
報
告
書
を
提
出
し
た
。

こ
う
し
た
個
別
分
野
に
お
け
る
改
革
に
加
え
、
推
進
本
部
お
よ
び
有
識
者
会
議
は
、
新
た
な
手
法
に
よ
っ
て
地
方
分
権
改
革
を
進

め
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
推
進
本
部
は
、
二
〇
一
四
年
四
月
三
〇
日
に
決
定
し
た
「
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
の
実
施

方
針
」
に
お
い
て
、
従
来
の
地
方
分
権
改
革
の
成
果
を
強
調
し
た
上
で
、「
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
地
方
分
権
改
革
に
お
い
て
は
、

従
来
か
ら
の
課
題
へ
の
取
組
に
加
え
、
委
員
会
勧
告
方
式
に
替
え
て
、
地
方
の
発
意
に
根
ざ
し
た
新
た
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
、
個
々
の
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
改
革
に
関
す
る
提
案
を
広
く
募
集
し
、
そ
れ
ら
の
提
案
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
行
う
『
提
案

募
集
方
式
』
を
導
入
す
る
」
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
有
識
者
会
議
は
、
二
〇
一
四
年
六
月
二
日
に
決
定
し
た
「
個
性
を
活
か
し
自
立
し
た
地
方
を
つ
く
る
～
地
方
分
権
改
革
の
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総
括
と
展
望
～
」
に
お
い
て
、
地
方
の
「
発
意
」
と
「
多
様
性
」
を
重
視
し
た
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治
体
等
か
ら
権
限
移
譲
・

規
制
緩
和
に
か
か
る
改
革
提
案
を
募
る
「
提
案
募
集
方
式
」
と
、
一
律
の
権
限
移
譲
が
難
し
い
場
合
に
希
望
す
る
自
治
体
に
選
択
的

に
移
譲
す
る
「
手
挙
げ
方
式
」
を
導
入
し
、「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
地
方
分
権
改
革
」
を
追
求
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
提
案
募
集
方
式
に
関
す
る
整
理
・
検
討
を
行
う
た
め
、
二
〇
一
四
年
八
月
一
日
に
有
識
者
会
議
の
下
に
提
案
募
集
検
討

専
門
部
会
（
以
下
、「
専
門
部
会
」
と
い
う
。）
が
設
置
さ
れ
、
以
後
、
自
治
体
等
か
ら
の
提
案
募
集
を
踏
ま
え
た
権
限
移
譲
や
義
務

付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
〇
一
四
年
以
降
、
提
案
募
集
方
式
に
基
づ
く
地
方
分
権
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
改
革
を
「
提
案

募
集
型
地
方
分
権
改
革
」
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
地

方
分
権
改
革
に
つ
い
て
、
推
進
手
法
と
審
議
体
制
の
構
造
に
着
目
し
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
同
様
の
視
点
か
ら
、
提

案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
の
特
徴
を
従
来
の
改
革
と
比
較
し
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

推
進
手
法

提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
の
推
進
手
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
改
革
と
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
。

第
一
に
、
提
案
募
集
方
式
は
、
自
治
体
の
権
限
が
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
国
に
よ
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
が
厳
し
い
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
る
支
障
を
個
別
の
自
治
体
等
が
指
摘
し
、
そ
の
解
決
策
を
国
に
対
し
て
提
案
す
る
と
い
う
手
法
を
採
用
し
て
い
る
。
こ

（
１
）

（
2
）
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れ
は
、「
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
の
実
施
方
針
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
従
来
の
委
員
会
勧
告
方
式
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
。

地
方
分
権
推
進
委
員
会
や
地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が
採
用
し
た
委
員
会
勧
告
方
式
は
、
調
査
審

議
機
関
の
構
成
員
や
関
係
者
の
合
意
に
基
づ
き
、
内
閣
に
対
し
て
勧
告
や
意
見
等
を
提
出
す
る
方
式
で
あ
る
。
委
員
会
勧
告
方
式
に

は
、
勧
告
や
意
見
等
に
従
っ
て
法
令
等
を
改
正
す
る
こ
と
に
成
功
す
れ
ば
、
体
系
的
・
包
括
的
な
制
度
改
革
を
実
現
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
勧
告
案
や
意
見
案
の
作
成
過
程
で
は
、
関
係
者
に
加
え
調
査
審
議
機
関
の
構
成
員
の
合
意

を
前
提
と
す
る
た
め
、
そ
の
た
め
の
調
整
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
個
々
の
自
治
体
等
の
提
案
を
受
け
て
、
実
現
可

能
な
改
革
を
全
国
展
開
し
、
い
わ
ば
五
月
雨
式
に
改
革
を
進
め
て
い
く
提
案
募
集
方
式
は
、
迅
速
性
と
柔
軟
性
と
い
う
面
で
は
、
委

員
会
勧
告
方
式
よ
り
優
れ
た
改
革
推
進
手
法
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
、
提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
で
は
、
提
案
の
う
ち
の
重
点
事
項
に
つ
い
て
、
専
門
部
会
の
構
成
員
が
関
係
府
省
に
対
す

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
各
府
省
の
対
応
を
引
き
出
し
て
い
く
方
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
二
〇
一
七
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
る
と
、
有
識
者
会
議
・
専
門
部
会
の
事
務
局
を
務
め
る
内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推

進
室
（
以
下
、「
分
権
室
」
と
い
う
。）
は
、
二
月
二
〇
日
の
有
識
者
会
議
・
専
門
部
会
合
同
会
議
（
以
下
、「
合
同
会
議
」
と
い
う
。）

を
経
て
翌
二
一
日
か
ら
六
月
六
日
ま
で
の
期
間
を
設
定
し
、
自
治
体
等
か
ら
の
提
案
を
募
集
し
た
。
こ
の
間
、
分
権
室
は
、
五
月
一

九
日
ま
で
は
自
治
体
等
か
ら
の
事
前
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
分
権
室
で
提
案
内
容
の
精
査
、
重
点
事
項
の
抽
出
が
行

わ
れ
、
自
治
体
に
対
し
て
共
同
提
案
の
意
向
や
支
障
事
例
等
の
補
強
に
関
す
る
照
会
が
行
わ
れ
た
後
、
七
月
七
日
の
合
同
会
議
で
重

点
事
項
の
決
定
等
が
行
わ
れ
た
。
以
後
、
分
権
室
か
ら
関
係
府
省
へ
の
検
討
要
請
を
経
て
、
専
門
部
会
は
八
月
上
旬
に
第
一
次
関
係
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府
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
八
月
下
旬
に
地
方
三
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
一
〇
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
第
二
次
関
係
府
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

集
中
的
に
実
施
し
た
。

こ
う
し
た
調
査
審
議
の
方
法
は
、
行
政
法
や
行
政
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
が
関
係
府
省
の
担
当
者
と
対
峙
し
、「
膝
詰
め
交
渉
」

で
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
点
に
お
い
て
、
外
形
的
に
は
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
が
採
用
し
た
グ
ル
ー
プ
・
ヒ
ア
リ
ン
グ

と
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
グ
ル
ー
プ
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
、
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
に
伴
う
事
務
の
分
類
を
め
ぐ
っ
て
各
省

庁
と
非
公
開
の
場
で
折
衝
す
る
方
式
を
と
っ
た
の
に
対
し
、
提
案
募
集
方
式
に
お
け
る
関
係
府
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
提
案
団
体
等

に
公
開
さ
れ
た
場
で
個
々
の
自
治
体
の
提
案
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
提
案
募
集
方
式

で
は
、
折
衝
過
程
の
透
明
性
が
一
定
程
度
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
関
係
府
省
が
取
り
得
る
対
応
策
に
は
幅
が
あ
り
、
提
案
が
ど

の
よ
う
な
形
で
実
現
す
る
か
と
い
う
点
に
関
す
る
不
確
実
性
が
高
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
提
案
募
集
方
式
で
は
、
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
改
革
の
方
向
性
を
確
定
し
た
後
、
一
括
法
を
制
定
し
て
改
革
を
実
現
す
る

手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
専
門
部
会
に
よ
る
関
係
府
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
結
果
を
受
け
て
開
催
さ
れ
る
合
同
会
議
を

経
て
、
推
進
本
部
が
原
則
と
し
て
毎
年
一
二
月
中
下
旬
に
「
平
成
◯
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
」（
以
下
、「
対

応
方
針
」
と
い
う
。）
を
決
定
し
、
閣
議
決
定
を
経
て
、
法
律
改
正
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
地
方
分
権
一
括
法
案
と
し
て
翌
年

の
通
常
国
会
に
提
出
す
る
と
い
う
手
続
を
踏
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
改
革
実
現
手
法
は
、
調
査
審
議
機
関
が
勧
告
や
意
見
を
発
し
、
こ
れ
を
内
閣
の
側
が
受
け
止
め
て
改
革
推
進
計
画
を
閣

議
決
定
し
た
上
で
一
括
法
案
を
国
会
に
提
出
す
る
と
い
う
従
来
の
委
員
会
勧
告
方
式
で
採
用
さ
れ
た
手
続
と
共
通
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
だ
が
、
仔
細
に
見
る
と
委
員
会
勧
告
方
式
と
提
案
募
集
方
式
に
は
違
い
が
あ
る
。

（
3
）
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一
九
九
五
年
に
成
立
し
た
地
方
分
権
推
進
法
に
は
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
の
勧
告
等
を
首
相
が
尊
重
し
て
地
方
分
権
推
進
計
画

を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
が
（
第
一
一
条
第
一
項
）、
二
〇
〇
七
年
に
施
行
さ
れ
た
地
方
分
権
改
革
推

進
法
に
は
、
こ
う
し
た
規
定
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
西
尾
勝
は
、「
地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
こ
の
首
相
の

勧
告
尊
重
義
務
を
定
め
た
規
定
に
拘
束
さ
れ
、
各
省
庁
の
同
意
を
得
る
た
め
に
グ
ル
ー
プ
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
膨
大
な
時
間
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
を
費
消
さ
せ
ら
れ
、
あ
げ
く
の
は
て
に
各
省
庁
の
同
意
を
得
た
事
項
し
か
勧
告
に
書
か
せ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
、
情
け
な

い
は
め
に
追
い
込
ま
れ
た
」
と
し
て
、
地
方
分
権
改
革
推
進
法
に
首
相
の
勧
告
尊
重
義
務
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
は

「
そ
れ
で
良
か
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
た
。
こ
の
尊
重
義
務
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
調
査
審
議
機
関
は
勧
告
等
の
作

成
作
業
に
集
中
し
、「
関
係
省
庁
を
承
服
さ
せ
て
改
革
案
を
実
現
に
移
す
作
業
は
内
閣
の
責
任
に
属
す
」
と
い
う
役
割
分
担
が
機
能

す
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
後
述
の
よ
う
に
有
識
者
会
議
は
法
律
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
権
限
も
法
定
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
提
案
募
集
方
式
で
は
、
関
係
府
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
結
果
を
受
け
て
、
事
務
局
で
あ
る
分
権
室
が
閣
議
決
定
の
原

案
と
な
る
対
応
方
針
案
を
実
質
的
に
と
り
ま
と
め
、
合
同
会
議
で
了
承
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
内
閣
が
閣
議
決

定
で
き
る
だ
け
の
実
現
可
能
性
の
あ
る
内
容
を
備
え
た
対
応
方
針
案
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
提
案
事
項
に
関
し
、
専
門
部
会
と
関

係
府
省
と
の
間
で
で
き
る
限
り
の
合
意
形
成
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
で
は
、「
各
省
庁
の
同
意
を
得
た
事

項
し
か
勧
告
に
書
か
せ
て
も
ら
え
な
」
か
っ
た
地
方
分
権
推
進
委
員
会
型
の
委
員
会
勧
告
方
式
と
機
能
的
に
は
類
似
し
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
他
方
に
お
い
て
、
提
案
募
集
方
式
で
は
、
最
終
的
に
は
全
閣
僚
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
推
進
本
部
の
決
定
を
経
て
内
閣
の
責

（
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任
で
改
革
案
の
制
度
化
を
行
う
こ
と
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
内
閣
の
主
導
性
を
前
提
と
し
て
い
た
地
方
分
権
改
革
推

進
委
員
会
型
の
委
員
会
勧
告
方
式
に
近
い
。
有
識
者
会
議
に
よ
る
提
案
募
集
方
式
の
改
革
実
現
手
法
は
、
そ
の
機
能
面
に
限
っ
て
い

え
ば
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
型
と
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
型
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
は
、
従
来
の
委
員
会
勧
告
方
式
に
基
づ
く
改
革
と
は
異
な
り
、
自
治
体
側
の
発
意

に
基
づ
い
て
迅
速
か
つ
柔
軟
に
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
調
査
審
議
の
方
法
や
改
革
実
現
手
法
と
い
う
面
で
は
、
第

一
次
地
方
分
権
改
革
の
グ
ル
ー
プ
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
類
似
し
た
関
係
府
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
合
意
点
を
探
り
、
こ
れ
を
改
革

案
の
閣
議
決
定
と
制
度
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
手
法
に
基
づ
い
て
改
革
案
を
審
議
す

る
組
織
体
制
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三　

審
議
体
制

提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
の
審
議
体
制
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
観
察
さ
れ
る
。

第
一
に
、
有
識
者
会
議
は
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
分
権
改
革
）
決
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
調
査
審
議
機
関
で
あ
る
。

こ
の
点
で
は
、
法
律
に
設
置
根
拠
を
も
つ
地
方
分
権
推
進
委
員
会
や
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
、
政
令
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た

地
方
分
権
改
革
推
進
会
議
、
さ
ら
に
は
閣
議
決
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
地
域
主
権
戦
略
会
議
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
調
査
審
議

機
関
と
比
べ
、
有
識
者
会
議
の
設
置
根
拠
は
相
対
的
に
「
軽
い
」
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地

方
分
権
改
革
）
決
定
に
は
、
有
識
者
会
議
の
具
体
的
な
権
限
や
設
置
期
限
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
改
革
の
終
期
が
定
め
ら
れ
て
い
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な
い
と
い
う
点
は
、
民
主
党
政
権
が
設
置
し
た
地
域
主
権
戦
略
会
議
と
同
様
で
あ
り
、
提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
の
「
永
続
可
能

性
」
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
に
、
先
述
の
通
り
、
有
識
者
会
議
に
は
改
革
課
題
ご
と
に
専
門
部
会
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
分
権
室
が
事
務
局
と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
る
。
分
野
別
の
雇
用
対
策
部
会
、
地
域
交
通
部
会
お
よ
び
農
地
・
農
村
部
会
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
会
議
の
議
員
が

部
会
長
を
務
め
、
各
分
野
の
専
門
家
が
構
成
員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
分
野
横
断
的
な
提
案
募
集
検
討
専
門
部
会

で
は
、
行
政
法
学
者
が
部
会
長
を
務
め
、
行
政
法
学
者
で
あ
る
有
識
者
会
議
議
員
の
ほ
か
、
行
政
法
・
行
政
学
の
研
究
者
が
構
成
員

と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

提
案
募
集
方
式
で
は
、
第
二
次
地
方
分
権
改
革
以
来
進
め
ら
れ
て
き
た
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
を
前
提
と
し
つ
つ
、
新
た

に
法
定
受
託
事
務
や
政
省
令
、
補
助
要
綱
等
に
か
か
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
に
つ
い
て
も
提
案
の
対
象
と
し
て
い
る
。
第
二
次
地
方

分
権
改
革
を
主
導
し
た
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、
小
早
川
光
郎
委
員
が
主
査
を
務
め
、
行
政
法
の
専
門
研
究
者
一
〇
名
で

構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
各
府
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
義
務
付
け
・

枠
付
け
の
存
置
を
許
容
す
る
場
合
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
設
定
し
、
そ
の
該
当
性
に
従
っ
て
事
務
の
条
項
の
振
り
分
け
を
行
っ
た
。
ま

た
、
地
域
主
権
改
革
に
お
い
て
も
、
地
域
主
権
戦
略
会
議
の
小
早
川
構
成
員
の
下
に
「
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
係
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

専
門
部
会
の
髙
橋
滋
部
会
長
は
、
こ
れ
ら
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
、
有
識
者
会
議
の
小
早
川
議
員
も
構
成

員
と
し
て
専
門
部
会
に
参
加
し
て
い
る
。
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
を
含
む
改
革
提
案
の
要
点
を
理
解
し
、
各
府
省
と
渡
り
合

う
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
義
務
付
け
・
枠
付
け
に
か
か
る
法
制
的
な
知
識
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
専
門
知
識
を
も
つ

（
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行
政
法
学
者
を
中
心
に
専
門
部
会
を
編
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
識
者
会
議
は
、
第
二
次
地
方
分
権
改
革
や
地
域
主
権
改
革
の
課

題
認
識
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
提
案
の
実
現
に
向
け
た
検
討
体
制
を
整
備
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
う
し
た
専
門
部
会
の
検
討
作
業
を
支
え
る
分
権
室
は
、
二
人
の
次
長
の
下
、
各
省
か
ら
出
向
し
て
い
る
参
事
官
や
参
事

官
補
佐
、
自
治
体
等
か
ら
出
向
し
て
い
る
調
査
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
専
門
部
会
で
は
、
総
括
の
参
事
官
の
下
、
総
務
省
か
ら

出
向
し
て
い
る
五
名
の
参
事
官
が
参
事
官
補
佐
・
調
査
員
と
チ
ー
ム
を
構
成
し
て
各
分
野
を
担
当
し
、
提
案
団
体
や
各
府
省
と
の
調

整
を
行
っ
て
い
る
。

第
三
に
、
第
二
次
地
方
分
権
改
革
や
地
域
主
権
改
革
と
同
様
に
、
提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
に
お
い
て
も
、
調
査
審
議
機
関
の

多
元
的
並
立
と
い
う
傾
向
が
観
察
さ
れ
る
。
第
二
次
地
方
分
権
改
革
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
ほ
か
、
経
済
財

政
諮
問
会
議
や
道
州
制
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
、
地
方
制
度
調
査
会
等
、
自
治
・
分
権
に
関
わ
る
制
度
改
革
を
議
論
す
る
場
が
多
元
的
に

併
存
し
て
い
た
。
同
様
に
、
地
域
主
権
改
革
に
お
い
て
は
、
地
域
主
権
戦
略
会
議
の
ほ
か
、
地
方
自
治
法
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
審

議
す
る
地
方
行
財
政
検
討
会
議
が
総
務
省
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
に
お
い
て
も
、
有
識
者
会
議
と
並
行
し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
第
三
〇
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答
申
を

踏
ま
え
て
二
〇
一
四
年
六
月
に
第
四
次
一
括
法
が
制
定
さ
れ
、
国
か
ら
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
や
、
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
等
の

負
担
や
定
数
の
決
定
等
を
含
む
権
限
の
都
道
府
県
か
ら
政
令
指
定
都
市
へ
の
移
譲
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
第
二
次
以
降
の
安
倍
内
閣

が
掲
げ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
や
地
方
創
生
と
の
関
係
で
も
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
や
規
制
改
革
推
進
会
議
（
二
〇
一
六
年
七

月
ま
で
は
規
制
改
革
会
議
）
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
審
議
機
関
が
設
立
さ
れ
、
関
連
施
策
と
地
方
分
権
改
革
の
調
整
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
。
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と
く
に
地
方
創
生
と
の
関
係
で
は
、
二
〇
一
四
年
の
提
案
募
集
の
実
施
に
際
し
て
、「『
地
方
の
創
生
と
人
口
減
少
の
克
服
』
に
関

連
す
る
も
の
」
が
専
門
部
会
で
検
討
・
整
理
を
行
う
重
点
事
項
の
一
つ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
以
後
、
地
方
創
生
の
実
現
に
資
す
る
提

案
が
重
点
事
項
に
関
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
一
つ
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
成
立
し
た
第
三
次
安
倍
第
一

次
改
造
内
閣
以
降
は
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地
方
創
生
）
が
地
方
分
権
改
革
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
は
、
設
置
期
限
を
も
た
な
い
有
識
者
会
議
が
主
導
す
る
た
め
に
「
永
続
可
能
性
」

を
も
ち
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
等
に
関
す
る
専
門
知
識
の
動
員
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
第
二
次
地
方
分
権
改
革
や
地
域

主
権
改
革
と
の
連
続
性
を
も
つ
。
ま
た
、
有
識
者
会
議
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
調
査
審
議
機
関
と
同
様
に
、
各

種
機
関
が
併
存
す
る
状
況
の
中
で
改
革
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
使
命
を
負
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
最
後
に
、

提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
の
成
果
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

四　

成
果
と
課
題

提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
は
、
着
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
自
治
体
等
か
ら
の
提
案
の
う
ち
、「
実
現
で
き
な
か
っ
た
も
の
」

を
除
い
た
件
数
、
す
な
わ
ち
「
提
案
の
趣
旨
を
踏
ま
え
対
応
」
と
「
現
行
規
定
で
対
応
可
能
」
の
合
計
の
割
合
（
以
下
、「
実
現
・

対
応
率
」
と
い
う
。）
は
、二
〇
一
四
年
は
六
三
・
七
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、二
〇
一
五
年
は
七
二
・
八
％
、二
〇
一
六
年
は
七
六
・

五
％
、
二
〇
一
七
年
は
八
九
・
九
％
と
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、各
年
の
対
応
方
針
に
基
づ
き
、二
〇
一
七
年
ま
で
に
第
五
次
～
第
七
次
の
一
括
法
が
制
定
さ
れ
、権
限
移
譲
や
義
務
付
け
・
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枠
付
け
の
見
直
し
が
進
展
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
各
次
の
一
括
法
に
基
づ
き
、
麻
薬
小
売
業
者
（
薬
局
）
間
の
医
療
用
麻
薬
の

譲
渡
に
か
か
る
許
可
権
限
等
の
国
か
ら
都
道
府
県
へ
の
移
譲
（
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
改
正
）
や
、
都
道
府
県
に
よ
る
一
定
の

保
安
林
の
解
除
に
か
か
る
協
議
に
お
け
る
農
林
水
産
大
臣
の
同
意
の
廃
止
（
森
林
法
改
正
）、
公
営
住
宅
を
集
約
化
す
る
場
合
の
現

地
に
近
接
す
る
土
地
へ
の
建
替
え
の
公
営
住
宅
建
替
事
業
へ
の
追
加
（
公
営
住
宅
法
改
正
）
等
が
実
現
し
て
い
る
。
介
護
認
定
審
査

会
委
員
の
任
期
の
条
例
委
任
や
、
公
営
住
宅
の
明
渡
請
求
の
対
象
と
な
る
高
額
所
得
者
の
収
入
基
準
の
条
例
化
等
は
、
政
令
改
正
に

よ
っ
て
自
治
体
の
自
由
度
を
拡
大
し
た
例
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
通
知
等
の
発
出
や
改
正
に
よ
っ
て
現
行
規
定
で
も
対
応
可
能
な
こ
と

を
示
し
た
例
と
し
て
は
、
都
市
公
園
の
廃
止
が
可
能
で
あ
る
「
公
益
上
特
別
の
必
要
が
あ
る
場
合
」
の
明
確
化
（
都
市
公
園
法
）
や
、

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
居
間
・
食
堂
の
共
用
可
能
な
場
合
の
明
確
化
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準

（
厚
生
労
働
省
令
））
等
が
あ
る
。

こ
う
し
た
成
果
を
上
げ
て
い
る
一
方
で
、
提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
改

革
の
推
進
手
法
と
審
議
体
制
に
関
連
す
る
課
題
に
限
っ
て
検
討
し
て
み
た
い
。

第
一
に
、
改
革
の
推
進
手
法
と
し
て
の
提
案
募
集
方
式
は
、
関
係
者
間
で
は
四
年
間
の
取
り
組
み
を
経
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
が
、

そ
れ
に
伴
う
課
題
が
あ
る
。
ま
ず
、
自
治
体
の
側
か
ら
す
る
と
、
年
々
具
体
的
な
提
案
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
提
案
募
集
方
式
の
初
年
で
あ
る
二
〇
一
四
年
は
九
五
三
件
の
提
案
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
一
五
年
は
三
三
四
件
、

二
〇
一
六
年
は
三
〇
三
件
、
二
〇
一
七
年
は
三
一
一
件
と
二
年
目
以
降
の
提
案
件
数
は
三
〇
〇
件
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

初
年
に
第
二
次
地
方
分
権
改
革
以
来
の
懸
案
を
踏
ま
え
た
提
案
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
が
、徐
々
に
提
案
の
「
ネ
タ
切
れ
」

感
が
強
ま
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
分
権
室
で
は
、
自
治
体
に
対
す
る
事
前
相
談
の
充
実
や
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
過
去
の
提
案
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の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
各
種
研
修
の
実
施
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
が
、
提
案
の
実
現
・
対
応
率
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
中
で
、
新
た

な
提
案
の
掘
り
起
こ
し
は
今
後
さ
ら
に
難
し
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
提
案
を
受
け
止
め
る
関
係
府
省
の
側
を
見
る
と
、
提
案
募
集
方
式
が
定
着
す
る
に
つ
れ
て
、
当
初
観
察
さ
れ
た
よ
う
な
あ

か
ら
さ
ま
な
抵
抗
を
示
す
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
実
現
・
対
応
率
の
上
昇
に
寄
与
し
て
い
る
反
面
、
関
係
府
省

は
提
案
に
対
す
る
対
応
を
「
学
習
」
し
て
き
て
い
る
側
面
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
関
係
府
省
は
、
提
案
に
対
し
て
真
正
面
か
ら
抵
抗
す
る
の
で
は
な
く
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
法
令
改
正
を
回
避
す
る
た

め
に
現
行
規
定
で
対
応
可
能
で
あ
る
と
主
張
し
、
通
知
等
を
発
出
・
改
正
す
る
に
と
ど
め
る
と
い
う
対
応
策
を
模
索
す
る
場
合
が
あ

る
。
ま
た
、
関
係
府
省
が
自
治
体
の
関
係
部
局
に
独
自
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
提
案
団
体
以
外
で
は
当
該
提
案
の
根
拠
と
な
る
支

障
事
例
が
観
察
さ
れ
な
い
等
と
主
張
し
て
、
当
該
提
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
態
度
を
示
す
場
合
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て

は
、
二
〇
一
六
年
か
ら
、
関
係
府
省
が
自
治
体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
場
合
に
は
分
権
室
と
共
同
で
行
う
こ
と
で
対
応
が
図
ら
れ
て

い
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
、
提
案
団
体
も
通
知
等
に
よ
る
対
応
で
満
足
す
る
場
合
に
は
、
法
制
度
上
の
抜
本
的
な
解
決
策
を
引
き
出

せ
な
い
結
果
と
な
り
、
専
門
部
会
の
構
成
員
と
し
て
は
悩
ま
し
い
立
場
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
有
識
者
会
議
が
大
臣
決
定
に
設
置
根
拠
を
も
ち
、
そ
の
設
置
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
の
帰
結
と
し
て
、
審
議

体
制
に
関
わ
る
課
題
が
あ
る
。
有
識
者
会
議
の
設
置
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
内
閣
が
提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
の

行
く
末
に
関
す
る
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
内
閣
が
提
案
募
集
方
式
の
使
命
が
完

了
し
た
と
判
断
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
政
権
交
代
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
は
終
了
し
て
し
ま
う
と
い

う
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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同
時
に
、
例
年
、
専
門
部
会
は
関
係
府
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
に
五
〇
時
間
以
上
を
費
や
し
、
分
権
室
も
関
係
府
省
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
準

備
や
関
係
府
省
・
提
案
団
体
等
と
の
調
整
等
に
膨
大
な
時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
い
る
が
、
提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
の
期
限
が

見
通
せ
な
い
中
で
は
、
専
門
部
会
や
分
権
室
の
負
担
感
が
蓄
積
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
審
議
体
制
と
い
う
面
で
も
、
提
案
募
集
方
式

の
持
続
可
能
性
が
課
題
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
提
案
募
集
方
式
を
実
施
す
る
中
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
制
度
改
革
上
の
課
題
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
福
祉
分
野

に
関
し
て
は
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
う
ち
で
も
「
従
う
べ
き
基
準
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
が
、
近
年
、
サ
ー
ビ
ス
の
「
質

の
確
保
」
を
図
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
放
課
後
児
童
支
援
員
や
介
護
福
祉
士
等
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
担
う
専
門
人
材
の
資
格
要

件
や
人
員
配
置
基
準
を
画
一
的
に
「
従
う
べ
き
基
準
」
と
し
た
ま
ま
、
さ
ら
に
厳
格
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
専
門
人
材
を
一
朝
一
夕
に
育
成
・
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
自
治
体
等
か
ら
は
、「
従
う
べ
き
基
準
」
の
参
酌
基
準

化
を
含
む
多
数
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
全
国
知
事
会
は
、「
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
～
新
た
な
地
方
自
治
を
目
指
し
て
～
」（
二
〇
一
七
年
七
月
二

八
日
）
に
お
い
て
、「
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
第
二
次
・
第
三
次
勧
告
に
お
い
て
示
さ
れ
た
『
義
務
付
け
・
枠
付
け
に
関
す

る
立
法
の
原
則
』
の
法
制
化
、
政
府
に
お
け
る
『
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
の
仕
組
み
』
の
確
立
を
図
る
こ
と
」
を
要
望
し
て
い
る
。
個
別

分
野
に
お
け
る
制
度
改
革
に
際
し
て
、「
従
う
べ
き
基
準
」
の
濫
設
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
根
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
施
行
七
〇
年
を
迎
え
た
地
方
自
治
法
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
自
治
法
制
の
抜

本
改
革
を
検
討
す
る
場
を
設
定
し
、
さ
ら
に
新
た
な
地
方
分
権
改
革
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
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も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
道
筋
を
展
望
す
る
に
し
て
も
、
個
々
の
自
治
体
が
直
面
す
る
支
障
事
例
の
解
決
に
つ
な
が
る
制
度
設

計
を
伴
わ
な
け
れ
ば
、
新
た
な
改
革
の
内
実
は
空
疎
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
改
革
の
残
さ
れ
た
課
題
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
い
わ
ば
各
個
撃
破
の
形
で
権
限
移
譲
や
義
務
付
け
・
枠
付

け
の
見
直
し
を
進
め
て
き
た
提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
は
、
確
か
に
地
味
な
改
革
で
あ
り
、
一
般
的
な
関
心
や
認
知
度
は
そ
れ
ほ

ど
高
く
な
い
と
い
え
る
。
だ
が
、
自
治
体
が
直
面
す
る
支
障
事
例
に
向
き
合
っ
て
改
革
提
案
を
実
現
し
て
き
た
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、

提
案
募
集
型
地
方
分
権
改
革
の
推
進
手
法
や
審
議
体
制
を
あ
ら
た
め
て
検
証
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
地
方
分
権
改
革
の
ス
テ
ー
ジ
を

構
想
す
る
上
で
も
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
作
業
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
執
筆
さ
れ
た
。

（
1
）　

伊
藤
正
次
「
今
次
分
権
改
革
の
位
置
づ
け
と
課
題
─
行
政
学
の
観
点
か
ら
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
三
五
五
号
（
二
〇
〇
八
年
四
月
一
五
日
号
）、
伊

藤
正
次
「
国
に
よ
る
『
上
か
ら
』
の
分
権
改
革
─
コ
ア
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
の
変
動
と
『
併
発
型
』
改
革
の
展
開
」（
森
田
朗
・
田
口
一
博
・
金
井

利
之
編
『
分
権
改
革
の
動
態
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
所
収
）、
伊
藤
正
次
「『
地
域
主
権
改
革
』
の
構
造
と
課
題
」『
地
方
自
治
』
二

〇
一
一
年
八
月
号
。

（
2
）　

筆
者
は
、
二
〇
一
四
年
八
月
以
来
、
提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
の
構
成
員
を
務
め
て
い
る
が
、
本
稿
の
内
容
は
あ
く
ま
で
個
人
的
な
意
見
に
基
づ

く
も
の
で
あ
り
、
有
識
者
会
議
お
よ
び
提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
の
公
式
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
の
内
容
に
関
す
る
一
切
の
責
任
は

筆
者
個
人
が
負
う
も
の
で
あ
る
。

（
3
）　
「
平
成
二
九
年
の
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
方
式
の
進
行
経
過
」
第
三
一
回
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
・
第
六
八
回
提
案
募
集
検
討

専
門
部
会
合
同
会
議
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
日
）
資
料
（http://w

w
w

.cao.go.jp/bunken-suishin/kaigi/doc/kaigi31shiryou01.pdf

）。

（
4
）　

西
尾
勝
『
地
方
分
権
改
革
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）、
二
〇
九
頁
。

（
5
）　
『
第
五
八
回
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
議
事
録
』（
二
〇
〇
八
年
九
月
二
二
日
）、
二
頁
（http://w

arp.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8418775/
w

w
w

.cao.go.jp/bunken-kaikaku/iinkai/kaisai/dai58/58gijiroku.pdf

）。
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
に
お
け
る
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
検

（
9
）
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討
体
制
に
つ
い
て
は
、
以
下
も
参
照
。
地
方
自
治
制
度
研
究
会
編
集
『
地
方
分
権
二
〇
年
の
あ
ゆ
み
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
五
年
）、
二
二
六
～

二
三
三
頁
。

（
6
）　
「
義
務
付
け
・
枠
付
け
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
に
つ
い
て
（
案
）」
第
七
回
地
域
主
権
戦
略
会
議
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
七
日
）
資

料
（http://w

w
w

.cao.go.jp/bunken-suishin/ayum
i/chiiki-shuken/doc/7shiryou4.pdf

）。

（
7
）　
「
提
案
募
集
検
討
専
門
部
会
で
取
り
上
げ
る
重
点
事
項
の
考
え
方
（
案
）」
第
一
六
回
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
・
第
一
回
提
案
募
集
検
討
専
門

部
会
合
同
会
議
（
二
〇
一
四
年
八
月
一
日
）
資
料
（http://w
w

w
.cao.go.jp/bunken-suishin/doc/kaigi16shiryou03.pdf

）。

（
8
）　
「
平
成
二
九
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
（
案
）【
概
要
】」
第
三
一
回
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
・
第
六
八
回
提
案
募
集
検

討
専
門
部
会
合
同
会
議
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
日
）
資
料
（http://w

w
w

.cao.go.jp/bunken-suishin/kaigi/doc/kaigi31shiryou03_1.
pdf

）。

（
9
）　

参
照
、
礒
崎
初
仁
「
法
令
の
過
剰
過
密
と
立
法
分
権
の
可
能
性
─
分
権
改
革
・
第
三
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
」（
北
村
喜
宣
ほ
か
編
集
『
自
治
体
政

策
法
務
の
理
論
と
課
題
別
実
践
』
第
一
法
規
、
二
〇
一
七
年
、
所
収
）。

（
首
都
大
学
東
京
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
教
授
）

提案募集型地方分権改革の構造と課題
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